
政

令

省

令

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
軽
微
な
変
更
）

（
軽
微
な
変
更
）

第
七
条

法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
変
更
後
の
最
大

ガ
ス
需
要
と
し
て
見
込
ま
れ
る
値
（
変
更
が
な
い

第
七
条

法
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

一

変
更
後
の
最
大
ガ
ス
需
要
と
し
て
見
込
ま
れ

る
値
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
変
更
後
最
大

ガ
ス
需
要
値
」
と
い
う
。）が
直
近
供
給
能
力
値

未
満
で
あ
る
も
の

（
削
る
）

二

変
更
後
の
供
給
能
力
と
し
て
見
込
ま
れ
る
値

が
直
近
ガ
ス
需
要
値
を
超
え
る
も
の

（
削
る
）

三

供
給
地
点
の
数
の
変
更
で
あ
つ
て
、
変
更
後

最
大
ガ
ス
需
要
値
が
直
近
供
給
能
力
値
未
満
で

あ
る
も
の

場
合
に
あ
つ
て
は
直
近
ガ
ス
需
要
値
を
い
い
、
次

項
第
一
号
に
お
い
て「
変
更
後
最
大
ガ
ス
需
要
値
」

と
い
う
。）が
変
更
後
の
供
給
能
力
と
し
て
見
込
ま

れ
る
値
（
変
更
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
直
近
供

給
能
力
値
を
い
う
。）を
超
え
な
い
変
更
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
変
更
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

（
新
設
）

一

変
更
後
最
大
ガ
ス
需
要
値
が
直
近
供
給
能
力

値
を
超
え
て
お
り
、
か
つ
、
直
近
ガ
ス
需
要
値

の
二
倍
を
超
え
る
も
の

二

法
第
五
条
第
一
項
（
法
第
七
条
第
三
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ

た
小
売
供
給
を
行
お
う
と
す
る
地
域
（
次
号
に

お
い
て
単
に
「
小
売
供
給
を
行
お
う
と
す
る
地

域
」
と
い
う
。）の
数
の
増
加
を
伴
う
も
の

三

小
売
供
給
を
行
お
う
と
す
る
地
域
に
お
い

て
、
現
に
小
売
供
給
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
で

あ
つ
て
、
新
た
に
小
売
供
給
を
行
お
う
と
す
る

も
の

３

前
二
項
に
お
い
て
「
直
近
ガ
ス
需
要
値
」と
は
、

直
近
の
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ

れ
た
最
大
ガ
ス
需
要
と
し
て
見
込
ま
れ
る
値
を
い

い
、「
直
近
供
給
能
力
値
」
と
は
、
直
近
の
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
供
給
能
力

と
し
て
見
込
ま
れ
る
値
を
い
う
。

２

前
項
に
お
い
て
「
直
近
ガ
ス
需
要
値
」
と
は
、

直
近
の
法
第
五
条
第
一
項
（
法
第
七
条
第
三
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
最
大
ガ
ス
需
要
の
値
を

い
い
、「
直
近
供
給
能
力
値
」
と
は
、
直
近
の
法
第

五
条
第
一
項
（
法
第
七
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り

登
録
さ
れ
た
供
給
能
力
の
値
を
い
う
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 金曜日 第号官 報

公
証
人
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
十
一
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
三
百
五
十
三
号

公
証
人
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

公
証
人
手
数
料
令
（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
号
中
「
三
万
円
」
の
下
に「（
当
該
株
式
会
社
が
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
五
千
円
）」を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

そ
の
株
式
会
社
の
定
款
に
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
発
起
人
の
全
員
が
自
然
人
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

数
が
三
人
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ

そ
の
株
式
会
社
の
定
款
に
発
起
人
が
設
立
時
発
行
株
式
の
全
部
を
引
き
受
け
る
旨
の
記
載
又
は
記
録
が
あ
る

こ
と
。

ハ

そ
の
株
式
会
社
の
定
款
に
取
締
役
会
を
置
く
旨
の
記
載
又
は
記
録
が
な
い
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
三
十
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
定
款
の
認
証
の
嘱

託
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
定
款
の
認
証
の
嘱
託
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

法
務
大
臣

鈴
木

馨
祐

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

〇
経
済
産
業
省
令
第
八
十
号

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治


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